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著者は手術侵襲時の生体反応として hydrocortisone (cortisol) の変動を、殊にその中でも biolo­
gical active な nonprotein- boundcortisol の動態を明らかにせんとした。そのために最も典型的な手
術侵襲として胸部手術、腹部手術をとりあげ、合併症を伴わなかった症例について、尿中 hydrocor-
tisoneの metabolites、血中 cortisol 、 corticos terone 及び nonprotein-bound cortisol を可及的に高
い精度で、経時的、系統的に追求し生体反応のパターンを明らかにせんとした。
〔方法と成績〕
尿中17-0HCS 分画 (6βー OH-F 、 EF 、 THE 、 THF 、 alloTHF、及びTHS) 及び血中 unconjuga ted 
cortisol 、 corticosterone 濃度は Amberlite IRC-50の column chromatography により分離定量した。
血中 nonprotein-bound cortisol の%は equilibrium dialysis method により測定した。
肺結核患者に対する肺葉切除11例について、尿中17-0HCS 排世量は術後第 1 日目に凡そ 15000μg/
24h の peak を示し、その後 1 週間にわたって漸減するが、討す前に比べてやや高値である。各分画値は
total17-0HCS 排池量にほぼ平行して増減する。各分画値の比の変動は、 THE / THF 、 E/F は術後
著明に減少するが、第 7 日目には術前値に近づき、 F/THF の比はあまり変動しない D 即ち、 cortisol
系が cortisone 系に比べて比較的増加する。 THF / allo THF の比は術後 1 週間にわたり上昇を続ける。
血中 unconjugated cortisol、 corticosterone の日内変動は、男女延504例について行なった。
unconjugated cortisol は男女共に午後10 、 12時に凡そ 3μg/ dl の最低値となり、午前 6 時に凡そ 17
μg / dl の peak を作り、日中は漸減するパターンを示す o unconjugated corticosterone は午前 6 、 8
時に平均0.5-0.8μg/ dl の値がえられたが、それ以外の時間では殆んどnegligible であった。
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nonqrotein-bound cortisol の%は延140例についておこなった。午前 6 、 8 時に凡そ 3%前後の高
値を示し、それ以外の時間では凡そ 2%前後の安定したものである。
外科手術時の cortisol 、 corticosterone の変動は開胸術15例開腹術9例(こついて行なった。
unconjugated cortisol は手術開始と共に急速に上昇し、術後 2-4 時間目に凡そ25-30μg/ dl の
peak を示し、その後漸減しながら日内変動のリズムを恢復し、第 6 日目になって初めて早朝に高く夕
方に低い日内変動の範囲内に復する。 nonprotein-bound cortisol の%は手術開始と共に unconjugated 
cortisol にほぼ平行して上昇し、術後 2-4 時間目に凡そ20%の peak を示す、従ってその濃度にし
て20倍にも著増したことになる。その後漸減しながら第 5 日目から 2-3%の日内変動の範囲内に
復する。 unconjugated corticosterone は手術開始と共に急速に上昇し、 unconjugated cortisol 、 non国
protein-bound由 cortisol がpeak を示す術後 2-4 時間目に凡そ 3-4μg/ dlの peak を作り、その後漸
j威する。
〔総括〕
1. 血中 cortisol 濃度に日内変動のあることはすでに明らかにされている所見である。従来の報告
は少数例でえられた成績であるが、著者は延504例につき、 2時間間隔で測定することにより更に詳細
な日内変動のパターンを示すことが出来た。又、生物活性に関{針案い nonprotein-bound cortisol の
割合が早朝 6 、 8 時にのみ特異的に増加することを明らかにした。
2. 外科手術侵襲に対する防御反応として、 cortisol の分泌が増加して生体を防衛する。この反応
は尿中 cortisol 代謝産物の増加、血中 cortisol 濃度の増加で知ることが出来た。更に、 cortisol の cor­
sone えの不活性化の減少、 biological active な nonprotein- boundcortisol の割合の著増があり、 co­
rtisol の分泌量を数倍にすることにより、 nonprotein-bound cortisol を 20倍にもする機構のあること
を明らかにした。
論文の審査結果の要旨
手術侵襲時に防禦反応として hydrocortisone の分泌が増加することや、実地臨床上 shock に際し
hydrocortisone が繁用され、 shock 改善に有効であること等は周知の臨床的事実である。しかしなが
らその作用機転について明らかでない o そこで、純粋に臨床的立場から生体反応としての hydrocor­
tisone の動態を検討するという方法を通じて、この問題解決の 1 つの手がかりにしようと考えた。即
ち、尿中 hydrocortisone (cortisol) 代謝産物や血中 cortisol 濃度のみでなく、 biological active な
nonprotein-bound cortisol を極めて精度の高い方法で経時的、系統的に検討をしている。その結果
手術侵襲時には、尿中 cortisol 代謝産物の増加、血中 cortisol 濃度の上昇のみならず、 cortisol の co時
rtisoneえの不活性化の減少や、 biological active な nonproteinbound cortisol の割合が著増すること
を明らかにしている。
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